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オーガニック給食の日を実施しました！
　吉賀町の学校給食の取組みとして、２月７日に第３回目となる「オーガニック給食の日」を実施しました。

　今回のオーガニック給食では大雪の影響により休校になる学校もありましたが、生産者の方々が野菜を

早めに収穫してくださり、雪の中でも約４００食分の有機野菜を確保することができました。また、この

日は「まるごとよしかの日」とも題して、主菜には町内の豆腐屋さんが作った厚揚げを、主菜とみそ汁に

は町内で作られた米みそを使用しており、町内産の食材を豊富に使った給食になっています。

当日は七日市小学校に有機米の生産

者である立河内絆や、有機野菜の生

産者の方々をお招きしました。各学

年の教室ごとに分かれ、児童のみな

さんに向けてお話ししていただき、

質問などに答えながら一緒に給食を

食べていただきました。

　今回の「オーガニック給食の日」は、子どもたちにより安心安全な食材を提供したいという願いのもと、

生産者の方や調理現場の方などたくさんの方にご協力いただき、実施することができました。ありがとう

ございました。来年度も「オーガニック給食の日」の実施を予定しています。

菜飯…　米、大根葉、小松菜

マーボー大根…　大根、厚揚げ、米みそ

吉賀野菜のおかか和え…　小松菜、ほうれんそう、キャベツ、菜花

のっぺい汁…　さといも、じゃがいも、白菜、ねぎ、米みそ

 ２月７日の献立
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トピックス
話題・できごと

講演会を開催しました

　２月２日（日）吉賀町六日市基幹集落センターで農薬の危険性についての講演会を開催しました。当日

は、環境脳神経科学情報センター代表の黒田洋一郎さん、健康農産技術研究所所長の安保英樹さんをお招

きし、ご講演いただきました。黒田さんは「発達障害の原因と発症メカニズム」と題して、日頃使ってい

る除草剤や殺虫剤などには危険な毒性の強い成分が含まれており、健康障害や脳機能の発達障害を起こす

ことがわかってきているというお話しでした。安保さんは「農薬を使わないカメムシ退治をみんなで学ぼ

う」と題して、実際に他県で取り組まれている事例を紹介しながら、農薬を使わなくてもカメムシ退治が

できるというお話でした。

当日は前日の雪の影響が心配されましたが、多

くの方が熱心に講演を聞いていました。

なお、当日の資料等が欲しい方は産業課までご

連絡ください。

「有機の学校 in 吉賀町」を開催しました

　２月２０日（木）に千葉康伸さん（ＮＰＯ法人有機農業参入促進協議会　代表理事）、東広島市「安芸

の山里農園　はなあふ」代表の森昭暢さんを先生にお迎えし、４回目となる「有機の学校 in 吉賀町」を

開催しました。

　この日は、最初に実証圃場に行き、秋に植えた玉ねぎやブロッコリーの現状把握を行いました。少し生

育不良が見られたため、これまでいつどんな作業をしたのか確認を行い、先生からブロッコリーの生育が

進んでない理由や、玉ねぎが弱っている理由の説明がありました。その後参加者からも肥料についてなど

の質問があり、作業時期や気温などで状態が変わることを学習しました。

　圃場確認を終えて帰った座学では、初めて参加された方もいたため、写真と作業日誌を見ながらこれま

での振り返りを行いました。その後、他の農家のブロッコリーの状況などの説明があり、実証圃場との作

業の比較を行い、参加者と共有しました。参加者からは定植や追肥の時期についての質問があり、土の状

態によって作業が変わってくることを学習しました。

　最後に今年度の総括を行い、土づくりや作業時期の重要性について皆さんと確認を行い、今年度の有機

の学校を終了しました。

町では、オーガニックビレッジ宣言をしてお

り、環境に配慮した農業の確立に向けて、今後

も様々な取組みをしていく予定としています。
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保健だより
健康・食育・予防

４０歳以上のみなさまへ

　『健康診断の受診意向調査』を行います。４月初旬に、水色の角２封筒で、世帯ごとに送付します。

　受診を希望する健診・検診について、調査票に記入し、４月２３日（水）（当日消印有効）までに

　ご提出をお願いします。

〈どうして特定健診・がん検診を受けることが大切なの？〉

　自覚症状が現れにくい、そんな病気は少なくありません。だからこそ、定期的な健診と検診で健康状

　態をしっかりチェック！自分の体をしっかり知るのが健康維持の第一歩です。

〇特定健診、がん検診（胃・肺・子宮・乳・前立腺）も、例年通り実施します。

　特定健診・大腸がん検診は全年齢無料です！各種がん検診も個人で受けるより断然お得にご受診いた

　だけます。健康づくりに欠かせない習慣として、定期的に健診・検診を受けましょう！

　　　健康コーナー　　　　　　　　健診・検診を受けましょう

　職場の健診を受診されるため、町の特定健診は受けないという方は、その旨を役場保健福祉

課までお知らせいただけると大変喜びます。また、受診された健診の結果表のコピーを役場保

健福祉課へご提供いただくと、国保の特定健診を受診された扱いとなり、町が実施している保

健指導や栄養相談などを無料でご利用いただくことができます。そして、間接的ではありますが、

皆様の国保保険料の増加抑制にもつながります。皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。

 勤務先で健診受診を予定されている“国民健康保険加入者の方”へ

健診・検診に関するお問い合わせ先　役場保健福祉課　☎７７－１１６５

　　　食育コーナー　　続けることははじめることより難しいといいますが

　２００１年に香川県の小学校で竹下和男校長（当時）が始めた 『弁当の日』は、子どもが自分でお弁当

をつくり学校に持っていくのですが、自分でお弁当のメニューを考えるところから、食材の買い物、調理、

弁当箱詰め、片づけまでその全てをやってみようという取組で、全国に広がっています。

　柿木中学校でも平成２３年から１４年間「弁当の日」を実施しています。バランスの取れた食事を考え、

食事についての意識を高める、家族、生産者、地域の方々への感謝の心を育むことをねらいとしており、

吉賀町食生活改善推進協議会柿木班もおかず作りを教える食育スクールを開催したり、みそ汁を差し入れ

したりとサポートを続けています。

　町長は、職員時代に、いろいろな団体が食育推進に取り組む姿を見て、自分にできることはなんだろう

と考えていた時に、平成２３年２月に柿木中学校で開催された食育講演会に参加したことをきっかけに自

分で弁当作りを始めて１５年目を迎えました。また、「Ｏｂｅｎｔｏ（お弁当）ミーティング」として、

持参した弁当を食べながら町民と気軽に意見交換することを続けています。

　２月３日柿木中学校弁当の日に、町長や柿木班も手作り弁当を

持参して、いっしょに食べて交流をしました。その姿を見ながら、

よく「続けることははじめる事より難しい」と言いますが、その

言葉があてはまらないように感じました。もちろん、大変なこと

や苦労もあると思いますが、それぞれが何をするのか具体的な行

動がわかっている、そうすることが当たり前になっている、だか

ら続けられる、続いている活動となっている気がしました。これ

からも食育活動をみんなで推進していきます。
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毎
年
春
と
秋
に
は
全
国
一
斉
に
交

通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の

運
動
は
、
広
く
国
民
に
交
通
安
全
思

想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、
国

民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境
改
善

に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

　

そ
し
て
、
今
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
は
、
来
る
４
月
６
日(

日)

か

ら
15
日(

火)

ま
で
の
10
日
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動
の
重
点
は
、

①
こ
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者

が
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
交
通
環

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

Vol.85

岩本一巳

交
通
ル
ー
ル
と

　
　
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
！

境
の
確
保
と
正
し
い
横
断
方
法
の
実
践
、

②
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と
な
が
ら
運

転
等
の
根
絶
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
適
切
な
使
用
促
進
、
③
自

転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
利
用

時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
徹
底
の
３
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
４
月
は
新
入
学
シ
ー
ズ
ン
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
小
学
校
に
お
け
る
集
団

登
校
や
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
自
転
車

利
用
な
ど
に
つ
い
て
配
慮
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
幸
い
吉
賀
町
で
は
、
津
和
野
警
察

署
の
ご
指
導
の
も
と
、
吉
賀
町
交
通
安
全

対
策
協
議
会
の
構
成
員
で
あ
る
交
通
安
全

協
会
、
母
の
会
、
交
通
指
導
員
、
公
民
館

を
は
じ
め
関
係
機
関
団
体
の
皆
様
の
献
身

的
な
ご
協
力
ご
支
援
に
よ
り
、
通
学
時
及

び
下
校
時
の
安
全
が
確
保
出
来
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、運
動
期
間
内
に
お
い
て
は
、

交
通
立
哨
、テ
ン
ト
村
開
設
、
交
通
パ
レ
ー

ド
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
地
域
の
皆
さ
ん

に
運
動
趣
旨
の
徹
底
も
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
一
つ
安
全
確
保
を
図
る
上
で
大
切
な

こ
と
は
、
前
述
の
ソ
フ
ト
事
業
の
ほ
か
に

道
路
の
交
通
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
道
路
管

理
者
で
あ
る
吉
賀
町
や
島
根
県
、
或
い
は

津
和
野
警
察
署
が
施
策
を
講
じ
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
か
ら
の
ご

要
望
に
対
し
て
、
可
能
な
限
り
の
対
応
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、

環
境
整
備
し
た
中
で
も
珍
し
い
福
川
地
区

内
の
事
例
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
新
聞
で
見
た
り
、
現
場
で

見
た
り
し
て
既
に
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
福
川
自
治
会
館
前
の
県
道

交
差
点
付
近
に
「
あ
っ
！
」
と
い
う
道
路

標
示
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
箇
所
で
は
、
以

前
、
柿
木
方
面
か
ら
津
和
野
方
面
に
向
か

う
不
慣
れ
な
バ
イ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
緩
や

か
な
右
カ
ー
ブ
を
速
度
超
過
で
曲
が
り
切

れ
ず
、
道
路
下
に
転
落
す
る
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ス
ピ
ー
ド
が
出
や

す
い
危
険
箇
所
で
の
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
、
減
速
マ
ー
ク
の
手
前
に
ひ
と
き

わ
目
立
つ
「
あ
っ
！
」
と
い
う
道
路
標
示

を
設
置
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
恐
ら

く
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
島
根
県
内
で
は

ほ
か
に
無
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
特
性
に
配
慮
し
て
頂
い
た
素
晴
ら
し

い
表
示
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
双
方
の
事
業

を
効
率
的
に
展
開
し
な
が
ら
、
住
民
の
皆

＜福川自治会館前の道路標示＞

＜交通安全テント村開設時の一日ちびっこおまわりさん (昨年秋・柿木地区 )＞

さ
ん
の
安
心
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
交
通
事
故
を
無
く
す
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
い
く
以
外
に
は
無
い
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
交
通
安
全
を
生
涯
教
育
と

し
て
位
置
付
け
、
こ
の
吉
賀
町
か
ら
交
通

事
故
に
よ
る
加
害
者
も
被
害
者
も
一
人
も

出
さ
な
い
、
こ
の
よ
う
な
強
い
気
概
を

も
っ
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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管

理
者
で
あ
る
吉
賀
町
や
島
根
県
、
或
い
は

津
和
野
警
察
署
が
施
策
を
講
じ
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
か
ら
の
ご

要
望
に
対
し
て
、
可
能
な
限
り
の
対
応
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、

環
境
整
備
し
た
中
で
も
珍
し
い
福
川
地
区

内
の
事
例
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
新
聞
で
見
た
り
、
現
場
で

見
た
り
し
て
既
に
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
福
川
自
治
会
館
前
の
県
道

交
差
点
付
近
に
「
あ
っ
！
」
と
い
う
道
路

標
示
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
箇
所
で
は
、
以

前
、
柿
木
方
面
か
ら
津
和
野
方
面
に
向
か

う
不
慣
れ
な
バ
イ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
緩
や

か
な
右
カ
ー
ブ
を
速
度
超
過
で
曲
が
り
切

れ
ず
、
道
路
下
に
転
落
す
る
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ス
ピ
ー
ド
が
出
や

す
い
危
険
箇
所
で
の
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
、
減
速
マ
ー
ク
の
手
前
に
ひ
と
き

わ
目
立
つ
「
あ
っ
！
」
と
い
う
道
路
標
示

を
設
置
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
恐
ら

く
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
島
根
県
内
で
は

ほ
か
に
無
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
特
性
に
配
慮
し
て
頂
い
た
素
晴
ら
し

い
表
示
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
双
方
の
事
業

を
効
率
的
に
展
開
し
な
が
ら
、
住
民
の
皆

☆★☆上下水道コラム☆★☆

☆口座振替について☆

　今回は口座振替についてご紹介します。口座振替とは、支払代金が銀行口座から自動的に引き落とさ

れる決済サービスのことです。吉賀町の水道事業では水道料金、下水道事業では下水道使用料金、農業

集落排水処理施設使用料で口座振替がご利用できます。「忙しくて支払いに行く時間がない」・「毎回支払

いに出向くのがちょっと…」という方にお勧めです。また、払い忘れなども防ぐことができますし、吉

賀町の経費削減にもつながります。（吉賀町が負担している納付時にかかる手数料は払い込みで６０円、

口座振替で１０円です。払い込みと口座振替では６倍もの差があり、町民の皆様が支払い方法を口座振

替に切り替えられると経費が削減できます。）

　この機会にぜひ口座振替を活用されてみるのはいかがでしょうか。

　奇数月の２８日が上水道の引き落とし日となり偶数月の２８日が下水道の引き落とし日となります。

！引き落としできなかった場合納付書と行き違いになる場合があります！
なにとぞご理解のほどよろしくお願いします。

環境情報　毎年４月から６月は狂犬病予防月間です！

　狂犬病は全ての哺乳類に感染することで知られており、もちろん人も例外ではありません。

人も動物も発症すると、ほぼ１００％死亡する恐ろしい病気です。主に狂犬病に感染した動物

に咬まれ、唾液中に排出されるウイルスが傷口から体内に侵入することにより人に感染します。

 狂犬病ってなに？　どのように感染するの？

　世界保健機構（ＷＨＯ）の推計によると、世界では年間におおよそ５万９千人の人が亡くなっ

ています。日本国内では、昭和３２年以降の発生はありませんが、海外で犬に咬まれた方が、

帰国後に発症し亡くなられた例もあります。（１９７０年：１人、２００６年：２人、２０２０年：１人）

 どのくらい人が狂犬病に感染してるの？

　生後９１日以上の犬を飼い始めたら３０日内に、町に犬の登録をし、鑑札の交付を受けると

ともに、狂犬病の予防注射を犬に受けさせ、注射済票の交付を受けなければなりません。また、

交付された鑑札と注射済票は、犬に装着しけなければなりません。

　日本国内には狂犬病の発生はありませんが、近隣諸国では狂犬病がまん延しており、日本へ

の侵入リスクは皆無ではありません。犬の飼い主の方は、社会に対する責務として、犬の登録

と年１回の狂犬病の予防注射を必ず行ってください。

 犬を飼うにあたって何をしないといけないの？
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

≪図書館利用状況２月≫

●貸出総数　２６４４冊

●貸出人数　　３９３人

●来館者数　　４３８人

[ 休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と４／２９は祝日のため休館です。

・４／２７は夢花マラソンのため休館です。

【新刊図書】

　２月に新しく入ったＣＤとＤＶＤを少しご紹介します。

吉賀町立図書館

柿木公民館

　穏やかな陽光を浴びて草花が咲きほころび、桜の花も舞い散り春爛漫を全身で楽しむ時季。旧暦ではこ

の月を「卯月」といいます。文字通り卯の花が咲く頃ということから名づけられたという説が一般的です。

新暦四月は桜が咲き、春たけなわの時期ですが、旧暦ではこの月から夏が始まります。そのため「花残月」

「夏初月」などの異名もあります。

【今月の本の紹介】

はたらく物語　　　　河野　真太郎　　　　　　　　　　神時間力　　　　　　　　　星　渉

ストレスを操る　　　DaiGo　　　　　　　　 　　　　　身近な野鳥の観察図鑑　　　高野　丈

LAST　　　　　　　　石田　衣良　　　　　　　　　　　日本核武装　　　　　　　　高嶋　哲夫

代理処罰　　　　　　嶋中　潤　　　　　　　　　　　　仮想儀礼上下　　　　　　　篠田　節子

事件持ち　　　　　　伊兼　源太郎　　　　　　　　　　虚ろな十字架　　　　　　　東野　圭吾

朝が来る　　　　　　辻村　深月　　　　　　　　　　　うずら大名　　　　　　　　畠中　恵

世界の有名美術を１冊でめぐる旅　　　山上　やすお

開 館 日：火～金曜日及び毎月第２・４の土日

開館時間：９時～１６時

休 館 日：毎月曜日と祝日

ＣＤ

　『おかあさんといっしょ最新ベスト』　　　　　　　　『令和フレッシュ演歌歌謡曲』

　『わくわくみーつけた！こどものうたランド』　　　　『歴代テイチク　演歌ベスト』

　『中山美穂パーフェクト・ベスト２』　　　　　　　　『ＤａｉＣＥ　ＭＵＳｉ－ａＭ』

　『ゆず　図鑑』　　　　　　　　　　　　　　　　　　『小田和正　自己ベスト３』

　『宇多田ヒカル　SIENCE　FICTION』　　　　　　　　 『ＨＹ　ＬＯＶＥ　ＳＴＯＲＹ』

ＤＶＤ

　『九十歳。何がめでたい』　主演　草笛光子　　　　　※ＤＶＤは館内で鑑賞していただくだけです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＤは貸出可能です。

【心が動いた私の一冊】

　今年度も当館より「心が動いた私の一冊」の作品募集を町内の小・中学校、高校に呼びかけたところ、

　およそ２００点の応募がありました。今回も、いろいろな本が紹介されています。

　この応募作品を春休みの期間に合わせて館内で展示をいたしますので、どうぞご来館ください。

　　　　　　　　　　　《展示期間と場所について》

　　　　　　　　　　　　　・小学校の部

　　　　　　　　　　　　　　　３/１５（土）～３/２７（木）　　多目的室にて

　　　　　　　　　　　　　　　９：００～１７：００　閉館まで

　　　　　　　　　　　　　・中学校・高校の部

　　　　　　　　　　　　　　　３/２９（土）～４/１１（金）　　多目的室にて

　　　　　　　　　　　　　　　９：００～１７：００　閉館まで

　　　　　　　　　　　　　どなたでもご覧になれます。
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《
寄
稿
》

大
雪
、
今
昔
咄
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

久
し
ぶ
り
に
大
雪
が
降
り
ま
し
た
。
日

本
海
の
海
水
温
が
高
く
、
そ
こ
か
ら
供
給

さ
れ
る
水
蒸
気
が
多
く
な
り
日
本
海
側
の

各
地
は
も
と
よ
り
南
九
州
か
ら
四
国
で
も

積
雪
が
記
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
夏
頃
か
ら
雨
が
降
ら
ず
水
不
足

と
な
っ
た
り
、
11
月
頃
ま
で
夏
日
を
観
測

す
る
所
が
あ
っ
た
り
、
秋
の
無
い
状
況
で

し
た
し
、
１
月
も
桜
の
咲
く
頃
の
陽
気
と

言
っ
て
み
た
り
、
今
年
は
春
が
早
く
来
る

の
か
な
と
思
い
き
や
１
月
下
旬
か
ら
急
に

本
格
的
な
冬
の
様
相
と
な
っ
て
、
観
測
史

上
の
積
雪
が
最
大
と
な
る
地
域
も
あ
っ

て
、
も
う
予
測
の
出
来
な
い
気
温
の
変
化

に
体
の
方
も
戸
惑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

10
年
来
雪
掻
き
ら
し
い
事
は
し
な
か
っ

た
の
で
す
が
今
年
は
違
い
ま
し
た
。
朝
昼

晩
に
雪
掻
き
を
す
る
羽
目
に
な
り
ま
し

た
。
大
雪
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
昭
和

38
年
（
１
９
６
３
年
）
の
俗
に
言
う
【
３
８

豪
雪
】
で
す
。
家
の
前
は
軒
先
ま
で
積
も

り
優
に
２
ｍ
超
は
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
小
学
生
も
大
人
の
背
丈
も
あ
る
中

５
～
60
㎝
の
雪
の
壁
の
道
を
通
学
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
大
雪
も
米
農
家
に
と
っ

て
は
一
安
心
と
言
う
面
も
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
奥
山
（
500
ｍ
以
上
）
に
積
っ
た
雪
が

根
雪
と
な
り
４
～
５
月
頃
に
溶
け
出
し
て

水
田
の
水
と
な
る
か
ら
で
す
。
雪
が
無
け

れ
ば
動
き
易
い
の
で
い
い
の
で
す
が
農
家

は
頭
を
悩
ま
す
と
こ
ろ
で
す
。
自
然
は
そ

う
甘
く
は
な
い
で
す
よ
ね
！

　

予
期
せ
ぬ
豪
雨
や
豪
雪
又
は
桜
の
開
花

の
早
ま
り
等
は
前
述
の
様
に
地
球
温
暖
化

に
起
因
す
る
も
の
だ
と
言
わ
れ
続
け
て
い

ま
す
。
温
暖
化
を
止
め
る
努
力
を
一
人
一

人
出
来
る
事
か
ら
行
動
し
、
小
学
校
の
入

学
式
の
日
に
桜
満
開
と
な
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
二
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

か
つ
て
、
凡
そ
三
百
年
の
長
期
間
武
家

政
治
を
統
括
せ
し
江
戸
幕
府
は
全
国
各

津
々
浦
々
迄
の
諸
藩
制
度
を
確
立
従
っ
て

諸
国
各
々
所
藩
は
自
ら
統
治
の
為
欲
す
る

に
藩
体
制
施
策
基
盤
確
立
に
鋭
意
努
力
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
諸
藩
内
産
業
定
義
促

進
化
計
る
に
至
る
。
従
っ
て
例
え
ば
赤
穂

藩
の
製
塩
、
山
城
国
が
繊
維
、
久
留
米
藩

製
飛
白
等
、郷
土
津
和
野
藩
に
於
い
て
は
、

三
椏
、
楮
栽
培
に
伴
ふ
紙
鋤
き
業
等
々
藩

内
政
事
情
に
関
与
せ
し
め
た
る
。
是
等

後
々
世
の
幾
多
の
変
遷
を
得
て
、
現
世
に

至
っ
て
は
、
単
一
国
家
制
で
あ
り
し
も
時

す
で
に
昭
和
に
換
算
す
れ
ば
早
や
百
年
の

歳
月
、
又
、
戦
後
は
八
十
年
余
り
の
幾
星

霜
経
過
と
相
成
る
。

　

此
の
間
中
央
集
権
集
中
化
を
勘
案
と
同

時
に
地
方
活
性
化
策
案
と
し
て
国
策
の
一

貫
で
あ
る
「
地
方
創
生
」
諭
従
え
後
見
す

る
に
、
現
世
令
和
の
世
相
か
ら
鑑
み
れ
ば

實
に
幾
久
し
く
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
然

る
に
是
は
、
農
耕
地
は
か
つ
て
よ
り
減
反
、

休
耕
田
、
更
に
作
付
け
転
換
補
助
金
制
度

等
隈
無
く
年
々
着
手
施
さ
れ
、
か
か
る
折

り
し
も
歳
月
は
待
た
ず
何
時
し
か
数
十
年

の
経
年
を
得
て
、
今
や
郷
土
を
振
り
返
り

見
参
す
れ
ば
、
取
り
分
け
、
農
村
居
住
地

は
廃
居
化
に
伴
い
山
崩
れ
落
ち
た
る
土
蔽

の
残
骸
や
加
え
て
、
里
山
は
寄
木
に
立
暗

み
名
木
の
枯
死
、
蕨
、
薇
、
虎
杖
等
更
に

山
莓
の
類
を
も
毛
頭
無
く
な
り
、
就
中
、

友
と
夕
刻
迄
も
走
り
廻
り
し
田
舎
元
風
景

草
叢
が
小
道
、
又
、
蛇
、
ハ
ミ
（
蝮
の
事
）

の
生
息
草
地
小
影
、
あ
る
い
は
、
小
魚
を

取
り
し
小
川
等
々
廃
の
途
を
辿
り
谷
川
水

流
と
て
枯
れ
果
て
た
。
凡
そ
半
世
紀
足
ら

ず
の
内
に
良
き
昭
和
の
二
、
三
十
年
代
等

の
面
影
は
無
残
に
も
儚
く
消
え
失
せ
し
も

の
。
あ
り
し
日
の
栄
華
精
鋭
を
余
所
に
時

折
り
し
も
残
映
な
る
は
、
た
だ
漠
然
と
し

た
懐
か
し
さ
の
み
が
、
若
干
の
四
季
折
々

の
風
と
共
に
幾
等
か
の
郷
愁
を
誘
い
甦
え

さ
せ
る
。
語
ら
ん
と
思
案
ざ
り
し
や
矢
先

の
国
策
「
地
方
創
生
」
と
は
如
か
な
る
も

の
か
、
又
、
其
の
背
景
は
と
暗
中
模
索
の

内
に
も
其
の
神
髄
た
る
や
や
や
も
す
れ
ば

抑
々
今
生
は
「
現
場
に
解
あ
り
」
と
も
一

人
思
考
す
郷
里
回
想
の
昨
今
で
は
あ
る
と

同
時
に
新
政
府
案
起
承
注
目
期
待
す
早
春

誌
す
も
の
で
あ
る
。

ちょうみんひろば

　《
俳
句
》

残
雪
や
浮
か
び
し
一
句
日
記
に
記
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

全
て
の
も
の
元
旦
の
朝
新
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

雪
女
こ
と
と
寄
り
添
ふ
夜
の
雨
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

新
雪
や
軋
ま
せ
来
た
り
赤
バ
イ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

戸
締
ま
り
の
窓
に
小
ぶ
り
な
寒
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

冬
ざ
れ
や
裏
畑
に
積
む
野
菜
屑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

上
方
へ
帰
る
娘
送
る
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

浅
き
春
命
日
の
チ
ョ
コ
ち
と
苦
が
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

風
花
や
筵
踏
み
入
る
医
院
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

席
題
の
メ
ー
ル
送
る
や
寒
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

　
《
川
柳
》

古
稀
超
え
て
診
察
券
で
財
布
肥
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

栄
一
さ
ん
た
ま
に
ゃ
あ
ウ
チ
い
も
寄
っ
て

え
ね　
　
　
　
　
　
　
　

谷
尻　

和
好

残
す
事
分
か
っ
て
い
る
が
た
ま
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

大
相
撲
態
を
残
し
て
反
り
か
え
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫
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れ
ば
動
き
易
い
の
で
い
い
の
で
す
が
農
家

は
頭
を
悩
ま
す
と
こ
ろ
で
す
。
自
然
は
そ

う
甘
く
は
な
い
で
す
よ
ね
！

　

予
期
せ
ぬ
豪
雨
や
豪
雪
又
は
桜
の
開
花

の
早
ま
り
等
は
前
述
の
様
に
地
球
温
暖
化

に
起
因
す
る
も
の
だ
と
言
わ
れ
続
け
て
い

ま
す
。
温
暖
化
を
止
め
る
努
力
を
一
人
一

人
出
来
る
事
か
ら
行
動
し
、
小
学
校
の
入

学
式
の
日
に
桜
満
開
と
な
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
二
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

か
つ
て
、
凡
そ
三
百
年
の
長
期
間
武
家

政
治
を
統
括
せ
し
江
戸
幕
府
は
全
国
各

津
々
浦
々
迄
の
諸
藩
制
度
を
確
立
従
っ
て

諸
国
各
々
所
藩
は
自
ら
統
治
の
為
欲
す
る

に
藩
体
制
施
策
基
盤
確
立
に
鋭
意
努
力
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
諸
藩
内
産
業
定
義
促

進
化
計
る
に
至
る
。
従
っ
て
例
え
ば
赤
穂

藩
の
製
塩
、
山
城
国
が
繊
維
、
久
留
米
藩

製
飛
白
等
、郷
土
津
和
野
藩
に
於
い
て
は
、

三
椏
、
楮
栽
培
に
伴
ふ
紙
鋤
き
業
等
々
藩

内
政
事
情
に
関
与
せ
し
め
た
る
。
是
等

後
々
世
の
幾
多
の
変
遷
を
得
て
、
現
世
に

至
っ
て
は
、
単
一
国
家
制
で
あ
り
し
も
時

す
で
に
昭
和
に
換
算
す
れ
ば
早
や
百
年
の

歳
月
、
又
、
戦
後
は
八
十
年
余
り
の
幾
星

霜
経
過
と
相
成
る
。

　

此
の
間
中
央
集
権
集
中
化
を
勘
案
と
同

時
に
地
方
活
性
化
策
案
と
し
て
国
策
の
一

ちょうみんひろば

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー
応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を

  

振
っ
て
く
だ
い
。

●
応
募
作
品
は
、
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
、
原
文
の
意
味

  

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

吉賀町の人口・世帯数
（令和 7年 2月 28 日現在）
 人　口　5,539 人　 (-19)
 　男　　2,668 人　 （- 6）
　 女　　2,871 人　 （-13）
 世帯数　2,936 世帯（- 8）

届
く
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
雪
の
こ
と

　

共
に
回
想
穏
か
な
朝
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

恵
己
子

ひ
ゃ
こ
れ
ど
も
朋
輩
知
ら
ず
寒
風
に

　

手
を
振
り
思
い
届
い
て
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
２
月
届
出
）

　

齋
藤　

愛
佳
（
あ
い
か
）
さ
ん

　
　
　
　

雄
大
・
理
沙
さ
ん
の
子　

柿
木

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
２
月
届
出
）

　

安
達　

勝　
　
　

さ
ん　

92
歳　
　

七
日
市

　

羽
野　

万
樹
男　

さ
ん　

81
歳　
　

福
川

　

進
藤　

卓
司　
　

さ
ん　

72
歳　
　

福
川

　

佐
々
木　

妙
慧　

さ
ん　

95
歳　
　

柿
木

　

木
村　

裕
栄　
　

さ
ん　

95
歳　
　

沢
田

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

演
芸
会
余
韻
が
残
る
名
演
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

食
事
会
残
り
の
一
つ
誰
が
取
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

残
り
物
福
が
出
る
か
な
宝
ク
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

思
い
出
も
私
も
セ
ピ
ア
色
に
残
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

勿
体
な
い
残
り
の
米
粒
摘
み
食
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

人
生
の
最
後
に
残
す
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

お
お
み
そ
か
干
支
の
交
代
あ
わ
た
だ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

や
む
を
え
ぬ
刺
抜
く
時
は
老
眼
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

　

《
短
歌
》

雪
か
き
や
腰
軋
ま
せ
し
夕
餉
前

　

今
日
三
度
目
と
睨
む
曇
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

夢
う
つ
つ
浮
世
に
妙
へ
て
眺
む
れ
ば

　

心
に
あ
ら
ざ
む
夜
半
の
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

会
ふ
ご
と
に
一
期
の
思
ひ
去
り
が
た
く

　

手
を
取
り
て
ま
た
呼
び
か
け
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

山
口
線
す
る
ど
い
警
笛
こ
だ
ま
す
る

　

黒
煙
は
い
て
貴
婦
人
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　

百
恵
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